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要旨：体育・スポーツ系大学において，効果的なキャリア教育を実施していくことが求められてい
る。本稿では，体育学部体育学科において実践する就職支援プログラムの検証を行った。さらに2020
年度における就職予定者を対象に，1年半の実践をもとに就職活動において重要視する項目と職業選
択にかかわる項目との関係について検討した。

（1）�インターンシップにかかわる情報伝達は興味関心を高める一方で参加へまで至らなかった層がみ
られた。

（2）職業選択において，会社の情報と自分の情報の重要度において非親近性との関係がみられた。
これらの結果から，就職活動をいかに身近な活動と認識を持たせるかが重要であることが理解でき
た。
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Ⅰ．はじめに

　ほとんど大学では教育課程内でキャリア教育が実施
されている（文部科学省，2017）。キャリア教育に関
する科目は大学によって様々な形で展開されている
が，就職にかかわるプログラムは課外活動と正課活動
を具体的にすることは難しいと指摘されている（花田
ら，2011）。意識や目的意識が希薄なまま大学進学を
する学生が増えている（文部科学省，2011）と指摘さ
れる中，大学を卒業後，ほとんどの学生は何らかの職
業に就くことになる。一定時期までに卒業後の進路に
ついて意思決定ができないという進路未決定（career 
indecision）問題を如何に解決へと導くのかは喫緊の
課題となっている。
　大学生の就職活動は，年々，早期化してきており，
企業就職においては，３年次の夏前にはインターン
シップという形で実質，始まっているのが実情であ
る。こうした状況下において，大学生がどのように職
業を選択しているのかを踏まえ，キャリア支援のプロ

グラムを検討していくことが求められると考える。一
方で，体育・スポーツ系大学の学生には，トップレベ
ルのアスリートとして，大学卒業後もアスリートを目
指すものや，競技に熱心になりすぎ，学業不振から大
学を卒業できない事例も散見される。そうした学生へ
のアプローチとして，アスリートのデュアルキャリア
への支援が強調され始めた（2016）。学卒後の競技継
続の支援は，本稿では取り扱わないが，体育・スポー
ツ系大学の特色として，キャリア支援のプログラムに
反映していくことが望まれるだろう。
　そこで本研究では，まずＫ大学体育学部体育学科に
おいて取り組まれた企業就職に向けたプログラムの成
果と課題を整理する。続いて，職業選択における情報
取集行動について明らかにすることで，今後の就職支
援プログラムを検討する。

Ⅱ．方法

　本稿では，まず2019年度４月から2020年度７月にお



いて体育学科ゼミナールⅠ・Ⅱ内にて実施したキャリ
ア支援の取り組みとその成果や課題について報告す
る。調査期間は，2019年９月，2020年１月に企業就職
希望者に対して，各学期での取り組みに対する振り
返りと満足度について質問紙調査を行った。その後，
2020年７月に職業選択課題認知尺度を用いて質問紙調
査を実施した。本稿における調査は，すべて授業内
にて，Google formを用い，その場での回答を求めた

（表１）。各プログラムの満足度については，「とても
満足」から「全く満足していない」の５段階評価にて
回答を求めた。データ分析は，IBM SPSS Statistics25
を用いた。

表１　調査実施日及び対象者数

Ⅲ．結果と考察

３-１．企業就職希望者対象のカリキュラム

　環太平洋大学体育学部体育学科において実践された
キャリア支援の取り組み（2019年度）は，田原・常浦
ほか（2020）にて，体育学科全般のキャリア支援につ
いて報告されている。本稿では，そのうち企業就職希
望者向けに取り組まれた内容に加え，2020年度前期終
了段階における企業就職者の状況から，体育学科にお
けるキャリア支援の課題を整理し，カリキュラムの検
証を行うこととする。
　企業就職希望者向けのカリキュラム編成は，環太平
洋大学キャリアセンターと協働にて検討し作成され
た。主に就活ルールの撤廃（経団連，2019）などが議
論されてきたことや早期化し始めている就活時期への
対応できる実践プログラムを設定している。
　2019年度は，年々，高まっているインターンシップ
への参加を促すために，インターンシップに関する内
容を中心に設定した。その後，実際にグループディス

表２　企業就職希望者向けカリキュラムと満足度について
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カッションや履歴書を用いた面接など，就職活動で体
験するだろう具体的な活動を就職支援関連企業の協力
のもと，インターンシップや就職活動を実体験できる
プログラムを展開している。2020年度は，新型コロナ
ウイルスの影響からオンライン授業となったため，全
内容をオンデマンド（課題管理型）にて実施した。４
年次となり，内々定を得る時期が学生によって異なる
ため，内容を学内での企業説明会との選択可能なプロ
グラムとし，就職活動後のアフターフォローと併用し
編成した（表２）。 

３-２．�2019年度前期カリキュラムと９月時点の進路

決定イメージについて

　2019年９月30日時点でのインターンシップ参加者数
は，74名（有効回答数：77名）であった。そのうち，
インターンシップ参加数は，１社：33名（42.9％），
２社：25名（32.5％），３社：９社（11.7％）の順に多
く，最大10社参加している学生がいる状況であった

（図１）。

図１　インターンシップ参加数（2019年９月時点）

　表２より，学生は2019年度前期４・５回目にイン
ターンシップ対策講座を受講している。教育実習等に
よって受講できていない学生も補講実施した。イン
ターンシップの事前登録など，インターンシップ参加
への意識が高まっていたと考えられる。しかしなが
ら，６月頃から実施されたインターンシップフェアな
どの参加状況（図２）は，参加したが37名（48.1％），
参加していない40名（51.9％）と半数以上が不参加で
あった。この結果は，各社就職サイトの開設時期とイ
ンターンシップフェア等の実施時期がともに６月頃と
近いことが考えられる。夏休み期間中に比べるとイン
ターンシップフェア等に参加するよりも，体育会など
のスポーツ活動に参画している学生が多い体育系大学
において，部活動が優先されたことが想定される。本
稿ではインターンシップフェア等の参加とインターン
シップの参加数の関係については問うことができない
が，早期化している就職活動の現状からは，さらに早
い段階からインターンシップに対するプログラムを展

開することで早期から就職活動への意識向上に寄与で
きる可能性が考えられる。

図２　インターンシップ説明会への参加状況

　次に2019年９月時点において，質問項目「具体的
な進路先が見つかりましたか」に関する回答として，

“とてもはっきりした”が17名（22.1％），“ややはっ
きりした”が25名（32.5％）と半数以上が自身の進路
先に具体的になったと回答した（図４）。これらの理
由として自由記述にて回答を求めた結果から，「イン
ターンシップに参加したから」や「自身の考えを受け
入れてくれそうだったから」，「選択肢を絞ることがで
きた」といった回答が得られた。続いて“どちらと
もいえない”が23名（29.9％）と２番目に多い結果と
なっている。その理由として，インターンシップへ参
加したことから，「進路選択が増えた」や「企業研究
と業界研究不足を感じた」，「まだ参加できていないイ
ンターンシップがあるため」といった回答が得られ
た。これらのことから，インターンシップに関するプ
ログラムを展開することで，自身の就職に対するイ
メージと会社で働くイメージの整合が取れた学生や就
職に対するイメージが変化したことが伺える層がみら
れたと考えられる。一方で“迷っている”や“まだ調
べる必要がある”といった進路イメージを具体化する
うえで，情報収集の不足を感じた層がいることが理解
できた。この層は，“あまりはっきりしていない”と
回答した11名（14.3％）の学生からも同様の回答が得
られた。「業界を絞れていない」や「他の業界を知れ
ていない」，「他の所も見てみたい」といったインター
ンシップに参加したからことから，進路イメージを具
体化するうえで，情報収集の不足を感じている層がい
ることが理解できた。しかしながら，インターンシッ
プに参加したが“何をしたいかわからない”といった
回答もあり，インターンシップへの参加が１社程度で
は，具体的な進路イメージを形成するには，情報量が
足りない学生がいることが伺える。
　これらの結果から，インターンシップに関するプロ
グラムを展開し，インターンシップへの参加を促すこ
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とで，学生自身の進路イメージに少なからず影響が
あったのではないかと推察される。ただし，インター
ンシップへの参加数が１，２社であるがために，情報
収集の不足を感じる層がいることも理解できた。イン
ターンシップへの参加後，企業研究や業界研究に関す
るプログラムを展開することで，情報収集の不足を感
じる層も含め，進路イメージが具体化してきた層に対
しても，就職活動に対するポジティブな印象を与える
ことが考えられる。今後のカリキュラム検討の際，イ
ンターンシップに関する意識・成果とその他のプログ
ラムとの関係性について検討していくことが求められ
る。

３-３．�2019年度後期カリキュラムと１月時点の就職

活動の進捗状況について

　2020年９月以降から参加したインターンシップ
の状況としては，図３に示すように，０回が26名

（36.6％），１回目が18名（25.4％），２回目と３回目が
９名ずつ（12.7％）の順で多かった（図３）。

図３　夏季休暇以降のインターンシップ参加数

　次に2019年度に参加した（１月時点）インターン
シップのうち，選考につながるインターンシップの有
無について，27名が参加したと回答した（図４）。し
かしながら，44名（62％）の学生が選考につながって
いないと回答している。必ずしも選考につながるイン
ターンシップが良いわけではなく，企業説明を受ける
だけなど，就職活動につながってこないインターン
シップも散見されていることが理解できた。インター
ンシップをどのように選定するかについても，プログ
ラムとして取り入れることで，より効果的なキャリア
支援が実施できる可能性が考えられる。
　続いて，2019年度１月時点の就職活動の進捗状況か
ら，“業界研究や企業研究”21名（29.6％），“とくに
なし”17名（23.9％）の学生が，就職活動に向かうに
あたって，企業が実施する説明会に参加するまでに
至っていないことが明らかになった（図５）。様々な
取り組みを実施してきたが，実際に，時間を作り，企
業説明会等に参加する学生は，半数程度である状況で

あった。2019年度の取り組みとその満足度から，就職
活動に向けた知識は身につくコンテンツを実施できた
可能性はあるが，大学外で実施される説明会に如何に
参加するよう促すことができるかが次の課題である。
就職活動やインターンシップに活かされる具体的なコ
ンテンツを残しつつ，実際の行動を促すプログラムを
検討していくことが求められる。

図４　選考につながるインターンシップへの参加

図５　就職活動の進捗状況について（2019年１月時点）

３-４．2020年７月時点の就職活動の進捗状況

　2020年度は，新型コロナウイルスの影響から，すべ
てオンライン授業での実施となった。多くの学生の就
職活動がオンライン就活へと変更になった状況から，
2019年度の取り組み以外の知識や技術が求められた可
能性が考えられる。本稿では，その部分は考慮しつ
つ，2019年度からの取り組みを踏まえ，検討すること
とする。
　2020年７月末時点での内定状況について，図６に示
すように53.3％の学生が就職活動を終了したと回答し
ている。内定企業数については，28名が内定を得てい
ない状況である。51名と半数以上が１社以上は内定
を得ていることが理解できた（図７）。図８に示すよ
うに，就職活動を開始した時期の回答は，本稿におい
て説明してきたキャリア支援の取り組みからも，３年
次春学期と回答している層が見られるが，実際に，意
欲的に開始した時期と問われた質問では，４年次春学
期以降と回答している学生がほとんどであった。如何
に，学生に就職活動につながるプログラムとして意識
をさせ，具体的な行動へ促すかが今後，求められる課
題である。
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→追加をお願いします 

 

⑭p.305 37行「次」は必要でしょうか 

→削除でお願いします 

 

⑮図6のままでよいでしょうか 

→こちらへ差し替えをよろしくお願いいたします

 

図６　就職活動の進捗状況について（2020年７月時点）

図７　内定企業数

図８　就職活動の開始時期と意欲的に開始した時期

３-５．職業選択において重視する情報について

　職業選択の際に重視する情報（下村・堀，1994）に
ついての質問項目（23項目・５件法）を設定し，「と
ても当てはまる」から「全く当てはまらない」までの
５件法によって回答することを求めた。

表３　職業選択において重視する結果

　次に下村・堀（1994）が作成した職業選択課題認知
尺度（20項目・５件法）を用いて回答を求めた。得ら
れた結果は，４つの因子「曖昧性」「重要性」「時間
的・金銭的制約」「非親近性」として設定した。「就職
状況（図６）」を“内定”“選考中”“未実施”の３項

目に分類し，「就職活動開始した時期（図８）」「就職
活動意欲的に開始した時期（図８）」の項目，「会社の
情報」「自分の情報」の得点群は高低群に分類し，職
業選択課題認知尺度の因子による差異がみられるのか
について検討した。各因子得点群は，平均値から前後
２点を中群とし，中群より低い得点群を低群，高い群
を高群とした。本稿ではノンパラメトリック検定の結
果を示したものである（表４）。
　まず就職状況（2020年７月時点）において，「選考
中」群は「内定」群に比べ「曖昧性」因子が有意に高
い結果であった。７月時点ではあるが，この時点で内
定を得ていない学生は，職業選択をするうえでの基準
が曖昧であると感じている可能性が考えられ，どのよ
うに進路決定をしていけばよいのかについて課題が生
じている可能性がある。
　次に就職活動を開始した時期や意欲的に開始した時
期において，ともに「３年次春学期」群は，「４年次
春学期以降」群に比べ，「時間的・金銭的制約」因子
が有意に高い結果であった。早い段階から就職活動を
開始及び意欲的に開始した群はともに，職業選択には
金銭や時間など何らかのコストがかかる決定であると
考えられている。早期化している就職活動の状況化か
らも，金銭や時間面においてコストが必要になる情報
は，より伝達する必要性が求められる。
　続いて会社の情報および自分情報の得点群におい
て，得点群高群は得点群低群に比べ，「重要性」「時
間的・金銭的制約」「非親近性」において有意に高い
結果であった。この結果から，本稿の調査対象者は，

「会社の重要度」及び「自分の情報」の得点高群は，
職業選択について，自身の人生における重要な決定と
捉えており，金銭や時間といったコストを必要とする
決定であると捉えている。さらに職業選択をなじみの
ある容易な決定として考えていることが理解できた。

Ⅳ．まとめ

　本稿では，実践した就職支援プログラムの検討と職
業選択課題認知度から，職業選択に求められる能力に
ついて検討してきた。就職活動は早期化してきている
といわれる。就職活動の開始時期や意欲的に開始し
た時期においては「３年次春学期」である群は，「４
年次春学期以降」の群に比べ，職業選択には金銭や時
間的にコストが必要であると感じていることが理解で
きた。このことからも，就職活動の具体的な金額や時
間の拘束を早い段階から提示し，自身の就職活動のイ
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メージを具体化していくことが今後のプログラムとし
て求められるだろう。さらに職業選択において会社や
自分の情報で重要とする項目が多い学生ほど，職業選
択は重要な決定として捉える一方で，なじみのある容
易な決定として捉えていることが理解できた。このこ
とから進路決定を促すうえで自身が何を重要視するの
かを明確にしていくことが就職活動や進路決定に向か
うにあたって重要なコンテンツとなると考えられる。
　早期化する就職活動において，特に体育・スポーツ
系大学に所属する学生は，部活動との両立からイン
ターンシップ等の参加をしていないことからも，早期
から活動する必要性を認識できるプログラムを実践し
ていくことが求められる。３年次のインターンシップ
への参加を促すためにも２年次からの情報提供が必要
であるだろう。授業後の学期間をつなぐプログラムを
各キャリア支援部署との協働体制を整備していくこと
で解決へと進むことは考えられる。今後，体育学科の
キャリア支援を系統的かつ戦略的に展開していくため
にも，継続的な調査が求められる。 
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